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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第51期中 第52期中 第53期中 第51期 第52期

会計期間

自令和３年
１月１日
至令和３年
６月30日

自令和４年
１月１日
至令和４年
６月30日

自令和５年
１月１日
至令和５年
６月30日

自令和３年
１月１日
至令和３年
12月31日

自令和４年
１月１日
至令和４年
12月31日

売上高（営業収入） （千円） 151,516 116,841 122,521 281,423 291,332

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） 23,198 △7,402 △10,877 5,001 7,994

中間純利益又は中間純損

失（△）
（千円） 23,334 △7,665 △11,041 4,763 5,602

持分法を適用した場合の

投資損益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 13,132 13,132 13,132 13,132 13,132

純資産額 （千円） 77,058 50,822 53,049 58,488 64,090

総資産額 （千円） 1,086,752 1,076,661 1,084,567 1,049,884 1,055,367

１株当たり純資産額 （千円） 5,868 3,870 4,039 4,453 4,880

１株当たり中間純損失

（△）
（円） 1,776 △583 △840 362 426

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － －

自己資本比率 （％） 7.0 4.7 4.8 5.6 6.1

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 46,583 38,523 31,037 42,755 33,795

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 27,050 △16,554 △17,763 △74,294 △19,433

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △8,013 △11,663 △12,063 △19,343 △22,036

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（千円） 241,857 135,661 118,890 125,354 117,679

従業員数

（人）

14 16 17 14 16

〔外、平均臨時雇用者

数〕
〔14〕 〔15〕 〔12〕 〔17〕 〔8〕

（注）１．中間連結財務諸表を作成しておらず、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載していません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載していません。

３．「収益認識基準に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第52期の期首から適用し

ており、第52期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となってい

ます。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の従業員の状況

令和５年６月30日現在
 

従業員数（人） 17〔12〕

（注）１．従業員は就業人員であり、臨時雇用者数は〔　〕内に当中間会計期間の平均人員を外数で記載しています。

２．営業の特殊性から従業員の一部（キャディ）を冬期間（12月～３月）一時解雇するため、臨時雇用者数に含

めています。

３．当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しています。

 

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されていません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標の達成状況を判断する

ための客観的な指標等に重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はありません。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

　また、新たに生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の

状況の概要は次のとおりであります。

 

①財政状態及び経営成績の状況

　当中間会計期間における国内経済は、世界的な金融緩和策の反動による円安、更にロシアのウクライナ侵攻によ

るエネルギー資源の供給不足や原材料費の高騰の影響により、広範囲に及びコスト転嫁による物価上昇の動きが長

引いている状況です。一方で５月に新型コロナウィルス感染症が２類から５類へと引き下げられたことを背景に、

経済活動の正常化が一段と進むことが期待され、財からサービスへの需要のシフトによるサービス消費が個人消費

を支えていく見込みです。

　当業界ではコロナ禍によりゴルフが安心、安全な屋外スポーツとして見直されたことで上昇基調にありました

が、経済活動の正常化に伴いゴルフ以外の旅行等コロナ禍以前のレジャーにリバウンド需要があるため、今後はよ

り注意深く消費者動向を把握していく必要があると考えられます。

　当クラブは今期開場50周年を迎え、記念事業として大規模なクラブハウス修繕工事を実施、また８月には特別謝

恩料金にてプレーいただける「開場50周年記念コンペ」の開催を予定しています。今後も来場者に満足いただける

良好なコース状態の維持を最優先事項とし、顧客満足度の向上と業務の効率化により経営の安定化を図るととも

に、次の50年に向けて地域に愛されるゴルフ場を目指して参ります。

　このような状況の中、当中間会計期間における当社の業績は次のとおりであります。

　営業収入は前年同期に比し5,679千円（4.8％）増の122,521千円となりました。他方、営業費用は給与手当、仕

入及び減価償却費等が増加し前年同期に比し9,555千円（7.8％）増の131,206千円となり営業損失は8,685千円（前

年同期は4,809千円の営業損失）、営業外収益1,081千円と営業外費用3,272千円を加減して経常損失は10,877千円

（前年同期は7,402千円の経常損失）、中間純損失は11,041千円（前年同期は7,665千円の中間純損失）となりまし

た。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、営業活動による31,037千円増

加、投資活動による17,763千円減少、財務活動による12,063千円減少の結果、前事業年度末と比べ1,210千円増加

し118,890千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動の結果得られた資金は31,037千円であり、前中間会計期間に比べ7,486千円減

少しました。これは、主にその他の資産2,895千円減少と退職給付引当金1,910千円減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動の結果減少した資金は17,763千円であり、前中間会計期間に比べ1,208千円の

支出増となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において財務活動によって支出した資金は12,063千円であり、前中間会計期間に比べ400千円の

支出増となりました。これはリース債務の返済によるものです。
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③生産、受注及び販売の実績

a.入場者実績

前中間会計期間　営業日数　107日 当中間会計期間　営業日数　129日

メンバー 法人無記名 ビジター 計 メンバー 法人無記名 ビジター 計

人 人 人 人 人 人 人 人

7,319 268 4,062 11,649 8,027 277 4,093 12,397

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

62.8 2.3 34.9 100 64.8 2.2 33.0 100

b.販売実績

内訳
前中間会計期間 当中間会計期間

金額（千円） 金額（千円）

会員収入   

年会費 23,603 23,561

名義書換料等 3,665 4,236

小　　計 27,269 27,797

ゴルフ場収入   

グリーンフィ 41,003 43,415

キャディフィ 8,920 7,503

付帯収入 29,127 31,655

小　　計 79,052 82,575

レストラン等収入   

レストラン収入 8,743 10,415

コース売店収入 1,776 1,733

小　　計 10,520 12,148

合　　計 116,841 122,521

 

 

EDINET提出書類

魚津観光開発株式会社(E04670)

半期報告書

 5/29



(２）経営者の視点による経営成績等に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

①重要な会計方針及び見積り

　当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されております。こ

の中間財務諸表の作成に当たり、一定の会計基準の範囲内において、資産・負債及び収益・費用の金額に影響を与

える見積りを必要としています。これらの見積りについては、経営者が過去の実績等を総合的に勘案し合理的に判

断していますが、見積り特有の不確実性があるため、実際の結果と異なる可能性があります。また、中間財務諸表

の作成のための重要な会計方針は「第５経理の状況　１中間財務諸表等　（１）中間財務諸表　注記事項　重要な

会計方針」に記載のとおりであります。

 

②当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当中間会計期間は、収入面では営業日数の増加と計画を上回る入場者がありましたが、支出面では設備投資と漏

水、陥没等の計画外修繕費の発生により前年同期比では増収減益の結果となりました。しかしながら収益体質への

転換が奏功し経営の安定化は図られています。今期の業績に影響を与える要素としては、収入面では荒天や猛暑に

よる入場者減による売上減少、支出面ではコスト転嫁による全般的な値上げ基調から資材費、仕入及び水道光熱費

の上昇が想定されます。資金繰り面では、運転資金や設備資金に関しては収支悪化の備えに万全を期しています。

 

③経営成績等

a．財政状態

（流動資産）

　流動資産は、前事業年度末に比し15,631千円増加し271,218千円となりました。これは営業未収入金16,225千

円の増加が主な要因です。

（固定資産）

　固定資産は、前事業年度末に比し13,569千円増加し813,349千円となりました。これは設備投資の17,763千

円、リース資産の10,529千円の増加に対して減価償却費が14,723千円であったことが主な要因です。

（流動負債）

　流動負債は、前事業年度末に比し30,342千円増加し84,178千円となりました。これは収益認識基準により年会

費の内35,341千円を前受金に計上したことが主な要因です。

（固定負債）

　固定負債は、前事業年度末に比し9,899千円増加し947,339千円となりました。これはリース債務10,341千円の

増加が主な要因です。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比し11,041千円減少し53,049千円となりました。これは収益認識基準により中間純

損失を計上したことによるものです。

 

b．経営成績

　当中間会計期間は、前中間期比較では増収減益の経営成績となりました。

　当中間会計期間の業績を種類別に見ると次のとおりです。

　会員収入は、名義書換料において新規入会促進と退会者対策として開場50周年を記念した特別料金(50千円、

通常時500千円)を適用しており、前年同時期に比べ新規入会者が増加していますが、割引により名義書換料は減

少しました。一方で会員権取次による手数料収入が増加、年会費収入は昨年とほぼ同額であったことから、売上

高27,797千円（前年同期対比528千円増、1.9％増）となりました。

　ゴルフ場収入は、３月初旬より営業を再開できたことで営業日数、入場者数ともに増加しましたが、４月以降

では入場者数が減少基調にあります。入場者数は12,397人（前年同期対比748人増、6.4％増）となり、売上高

82,575千円（前年同期対比3,522千円増、4.4％増）となりました。

　レストラン等収入は、入場者数の増加、コロナウィルス感染症の５類引き下げによるパーティーの再開、原材

料費の高騰に伴い値上げを実施した影響により、当中間会計期間は売上高12,148千円（前年同期対比1,628千円

増、15.4％増）の増収となりました。
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４【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間における主な設備投資は、当事業年度の事業計画に沿ったものであり次のとおりであります。

設備の内容 金額（千円） 完了年月

　コース管理作業車両７台

　クラブハウス屋根塗装

　クラブハウス外壁塗装

　クラブハウス玄関改修工事

　散水用加圧ポンプ更新

　チャンピオンボード更新

　その他

12,229

5,150

3,665

2,220

1,630

1,193

2,205

令和５年４～５月

令和５年４月

令和５年４月

令和５年３月

令和５年３月

令和５年３月

令和５年３～５月

合計 28,292 －

 

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　（１）現在計画中の設備の新設は、次のとおりであります。

 

設備の内容 投資予定金額（千円） 資金調達方法 着手予定日

　カート道アスファルト補修

　カート用ガソリンスタンド更新

　コース内暗渠排水管補修

3,250

1,200

850

自己資金

自己資金

自己資金

令和５年12月

令和５年９月

令和５年11月

合計 5,300   

 

　（２）除却等

　固定資産台帳と現物の照合作業を実施し、コース構築物において合成樹脂暗渠排水管の撤去を確認しておりま

す。当事業年度に９箇所2,523千円を除却する予定です。

EDINET提出書類

魚津観光開発株式会社(E04670)

半期報告書

 8/29



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000

計 20,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（令和５年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（令和５年９月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,132 13,132 該当ありません

当社は単元株制度を

採用していません

（注）

計 13,132 13,132 － －

（注）　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めています。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　　令和５年１月１日～

令和５年６月30日
－ 13,132 － 100,000 － 198,118

 

EDINET提出書類

魚津観光開発株式会社(E04670)

半期報告書

 9/29



（５）【大株主の状況】

  令和５年６月30日現在

氏名または名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

ダイヤモンドエンジニアリング株式会社 魚津市釈迦堂1-7-22 120 0.91

ＹＫＫ株式会社 黒部市吉田200 112 0.85

日本カーバイド工業株式会社 魚津市本新751 96 0.73

魚津市 魚津市釈迦堂1-10-1 72 0.55

ビニフレーム工業株式会社 魚津市北鬼江616 72 0.55

株式会社シキノハイテック  魚津市吉島829 56 0.43

桜井建設株式会社  黒部市新町1 48 0.37

にいかわ信用金庫 魚津市双葉町6-5 48 0.37

富山県 富山市新総曲輪1-7 48 0.37

北酸株式会社 富山市本町11-5 40 0.30

計 － 712 5.42

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和５年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,132 13,132 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 13,132 － －

総株主の議決権 － 13,132 －

 

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）に

基づいて作成しています。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（令和５年１月１日から令和５年６月

30日まで）の中間財務諸表について、公認会計士山田文禎氏により中間監査を受けています。

 

３．中間連結財務諸表について
　子会社がないので、中間連結財務諸表は作成していません。

 

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について
　外部の研修会に参加し、常に人材の教育訓練を行うことで適正な財務諸表等の確保を行っています。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和４年12月31日)
当中間会計期間
(令和５年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 241,679 242,890

営業未収入金 4,080 20,305

棚卸資産 6,827 8,268

その他 3,841 412

貸倒引当金 △842 △658

流動資産合計 255,587 271,218

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 30,481 41,321

構築物（純額） 56,336 54,096

コース勘定 539,908 539,908

土地 58,057 58,057

リース資産（純額） 74,675 79,290

その他（純額） 38,306 39,004

有形固定資産合計 ※１ 797,766 ※１ 811,678

無形固定資産 1,933 1,590

投資その他の資産 80 80

固定資産合計 799,780 813,349

資産合計 1,055,367 1,084,567

負債の部   

流動負債   

未払金 13,510 11,437

前受金 － 35,341

１年内返済予定の長期借入金 13,320 6,660

リース債務 12,085 6,870

未払法人税等 328 164

従業員預り金 1,656 1,529

賞与引当金 1,300 6,693

その他 11,635 15,482

流動負債合計 53,836 84,178

固定負債   

長期借入金 252,260 252,260

リース債務 69,357 79,698

退職給付引当金 23,822 23,380

株主預託金 592,000 592,000

固定負債合計 937,439 947,339

負債合計 991,276 1,031,518
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和４年12月31日)
当中間会計期間
(令和５年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 198,118 198,118

資本剰余金合計 198,118 198,118

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △234,027 △245,068

利益剰余金合計 △234,027 △245,068

株主資本合計 64,090 53,049

純資産合計 64,090 53,049

負債純資産合計 1,055,367 1,084,567
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和４年１月１日
　至　令和４年６月30日)

当中間会計期間
(自　令和５年１月１日
　至　令和５年６月30日)

営業収入 116,841 122,521

営業費用   

ハウス及び一般管理費 76,774 83,416

コース管理費 44,876 47,790

営業費用合計 121,651 131,206

営業損失（△） △4,809 △8,685

営業外収益 679 1,081

営業外費用 ※１ 3,272 ※１ 3,272

経常損失（△） △7,402 △10,877

特別利益 2 －

特別損失 101 －

税引前中間純損失（△） △7,501 △10,877

法人税、住民税及び事業税 164 164

法人税等合計 164 164

中間純損失（△） △7,665 △11,041
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自令和４年１月１日　至令和４年６月30日）

    (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 198,118 △239,630 58,488 58,488

当中間期変動額      

中間純損失（△）   △7,665 △7,665 △7,665

当中間期変動額合計 － － △7,665 △7,665 △7,665

当中間期末残高 100,000 198,118 △247,295 50,822 50,822

 

当中間会計期間（自令和５年１月１日　至令和５年６月30日）

    (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 198,118 △234,027 64,090 64,090

当中間期変動額      

中間純損失（△）   △11,041 △11,041 △11,041

当中間期変動額合計 － － △11,041 △11,041 △11,041

当中間期末残高 100,000 198,118 △245,068 53,049 53,049
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和４年１月１日
　至　令和４年６月30日)

当中間会計期間
(自　令和５年１月１日
　至　令和５年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純損失（△） △7,501 △10,877

保険差益 △2 －

減価償却費 13,769 14,723

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,405 5,393

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,468 △441

貸倒引当金の増減額（△は減少） △644 △184

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 3,272 3,272

有形固定資産売却損益（△は益） 146 －

売上債権の増減額（△は増加） △12,090 △16,225

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,632 △1,440

その他の資産の増減額（△は増加） 533 3,429

仕入債務の増減額（△は減少） △1,795 △2,073

その他の負債の増減額（△は減少） 41,027 38,897

その他 △277 －

小計 41,680 34,473

受取利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △3,272 △3,272

保険金の受取額 280 －

法人税等の支払額 △164 △164

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,523 31,037

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,354 △17,763

定期預金の預入による支出 △13,200 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,554 △17,763

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △6,660 △6,660

リース債務の返済による支出 △5,003 △5,403

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,663 △12,063

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,306 1,210

現金及び現金同等物の期首残高 125,354 117,679

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 135,661 ※ 118,890
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

（1）有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法を採用しています。

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

を採用しています。

２．固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっています。

（2）無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっています。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用

しています。

（3）リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込み額を計上しています。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しています。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る当中間期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しています。

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３か月以

内に償還期限の到来する短期投資からなります。

５．収益の認識基準

（1）ゴルフ場収入

　当社の顧客との契約による主な収益はグリーンフィ等のゴルフ場収入であり、ゴルフプレーの提供時点

で履行義務が充足されると判断し、その時点で収益を認識しております。

（2）会員収入

①年会費

　当社は株主会員制であり、年会費は会員の地位に基づくサービスの対価として認識しており、一定期間

にわたり充足される履行義務として収益を認識しております。

②名義登録料等

　新規に会員登録をする場合に名義登録料等を受領していますが、これは顧客に返金が不要な支払が課さ

れる契約であり一時点で履行義務が充足されると判断し、その時点で収益を認識しております。
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（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

　当社では、新型コロナウイルス感染症による売上及び利益への影響は、ワクチン接種の広がりや５月に実施さ

れた２類から５類への引き下げによる行動制限等の解除、また発生以降の経営成績を鑑みても僅少であると考え

ています。会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響に関しては、当事業年度における財務諸表

に会計上の見積りが及ぼす影響は軽微なものであると判断しています。
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（中間貸借対照表関係）

※１．有形固定資産減価償却累計額

前事業年度
（令和４年12月31日）

当中間会計期間
（令和５年６月30日）

835,281千円 849,661千円

 

（中間損益計算書関係）

※１．営業外費用

 
前中間会計期間

（自　令和４年１月１日
至　令和４年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

支払利息

 

3,272千円

 

3,272千円

 

 

　２．減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　令和４年１月１日
至　令和４年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

有形固定資産 13,416千円 14,380千円

無形固定資産 352 343

 

　３．業績の変動要因

　当社の営業収入及び営業費用は、当社の事業が冬期降雪等により営業ができないため、上半期と下半期に

著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動要因があります。
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自令和４年１月１日　至令和４年６月30日）

１．発行済株式の種類に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 13,132 － － 13,132

合計 13,132 － － 13,132

 

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項

該当事項はありません。

 

３．新株予約権および自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自令和５年１月１日　至令和５年６月30日）

１．発行済株式の種類に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 13,132 － － 13,132

合計 13,132 － － 13,132

 

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項

該当事項はありません。

 

３．新株予約権および自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　令和４年１月１日
至　令和４年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

現金及び預金勘定 259,661千円 242,890千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △124,000 △124,000

現金及び現金同等物 135,661 118,890
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（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1）リース資産の内容

有形固定資産

　主として、ガソリンカート、浴場のボイラーであります。

(2）リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

（金融商品関係）

1．金融商品の時価等に関する事項

 中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（令和４年12月31日）                                                　　　（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時　価 差　額

(１）長期借入金 115,580 106,552 △9,027

(２）リース債務 81,442 78,060 △3,382

負債計 197,022 184,612 △12,410

（１）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似

するものであることから、記載を省略しています。

（２）リース債務には１年内返済予定リース債務も含まれています。

（３）上記以外の貸借対照表に計上されている金銭債権・債務については、総資産に対する重要性が乏しいため記

載を省略しています。

（４）以下の金融商品は市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから本表には記載し

ていません。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のとおりです。

区分 前事業年度（千円）

非上場株式 50

長期借入金 150,000

株主預託金 592,000

 

 

当中間会計期間（令和５年６月30日）                                                　（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額 時　価 差　額

(1）長期借入金 108,920 100,501 △8,418

(2）リース債務 86,568 83,842 △2,726

負債計 194,343 183,266 △11,144

（１）「現金及び預金」については、現金であること及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似す

るものであることから、記載を省略しています。

（２）リース債務には１年内返済予定リース債務も含まれています。

（３）上記以外の貸借対照表に計上されている金銭債権・債務については、総資産に対する重要性が乏しいため注

記を省略しています。

（４）市場価格のない株式等は本表には記載しておりません。当該金融商品他の貸借対照表計上額は以下のとおり

です。
 

区分 当中間会計期間（千円）

非上場株式 50

長期借入金 150,000

株主預託金 592,000
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２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しています。

レベル１の時価 : 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の

算定対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価 : 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に

係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価 : 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しています。

　なお、企業会計基準適用指針第31号「時価の算定に関する会計基準の適用指針」第26項に従い経過措置を適用し

た市場価格のない株式等は、下表に含めていません。

 

（1）時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品

当中間会計期間における市場価格のない株式等は重要性に乏しく記載していません。

 

（2）時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度（令和４年12月31日）

区分  時価（千円）   

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金

リース債務

－

－

106,552

78,060

－

－

106,552

78,060

負債計 － 184,612 － 184,612

 

当中間会計期間（令和５年６月30日）

区分  時価（千円）   

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金

リース債務

－

－

100,501

83,842

－

－

100,501

83,842

負債計 － 183,266 － 183,266

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

（長期借入金）

　長期借入金の時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在

価値により算定しており、レベル２の時価に分類します。

（リース債務）

　リース債務の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現

在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類します。
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（デリバティブ取引関係）

　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、中間財務諸表「注記事項（収益認識関係）」

に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しています。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しています。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高の中で、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しています。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

魚津観光開発株式会社(E04670)

半期報告書

24/29



（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自　令和４年１月１日
至　令和４年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

１株当たり中間純損失（△）（円） △583 △840

（算定上の基礎）   

中間純損失（△）（千円） △7,665 △11,041

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純損失（△）（千円） △7,665 △11,041

普通株式の期中平均株式数（株） 13,132 13,132

（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また潜在株式が存在しない

ため記載していません。

 

 
前事業年度

（令和４年12月31日）
当中間会計期間

（令和５年６月30日）

１株当たり純資産額（円） 4,880 4,039

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

１．有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第52期）（自　令和４年１月１日　至　令和４年12月31日）令和５年３月28日北陸財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

 

  令和５年９月28日 

魚津観光開発株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 山田公認会計士事務所

 石川県金沢市

 

  
 

 
公認会計士 山田　文禎

 

中間監査意見

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている魚津

観光開発株式会社の令和５年１月１日から令和５年12月31日までの第53期事業年度の中間会計期間（令和５年１月１日か

ら令和５年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、魚津

観光開発株式会社の令和５年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（令和５年１月１日から

令和５年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準にお

ける私の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、中間監査

の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の遂行を監視することにある。

 

中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場

から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断さ

れる。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省

略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に
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対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎

となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に添

付する形で別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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